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４
月
13
日
に
投
開
票
が
行

わ
れ
た
議
会
議
員
選
挙
に
お
い

て
、
町
民
の
負
託
を
受
け
た
12

名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
、
南
大

隅
町
議
会
６
期
目
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
女
性
議
員
３
名
を

含
む
現
職
９
名
に
元
職
１
名
、

新
人
２
名
が
加
わ
り
、
新
た
な

議
会
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

４
月
28
日
に
初
議
会
が
行
わ

れ
、
議
長
に
木
佐
貫
徳
和
氏
、

副
議
長
に
浪
瀬
敦
郎
氏
が
そ
れ

ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

議
会
代
表
の
監
査
委
員
の
同
意

案
件
も
審
議
さ
れ
、
上
之
園
健

三
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
総
務
民
生
、
教

育
産
業
、
広
報
広
聴
各
常
任
委

員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の
構

成
も
別
表
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
大
隅
肝
属
地

区
消
防
組
合
、
大
隅
肝
属
広
域

事
務
組
合
、
南
大
隅
衛
生
管
理

組
合
の
議
会
代
表
の
各
議
員
も

決
定
し
ま
し
た
。

ス
ム
ー
ズ
な
議
会
運
営
を
心

掛
け
、
町
民
に
わ
か
り
や
す
く

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

な
お
、
今
後
は
６
月
会
議
が

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

森田　重義 後藤　道子 上之園　健三 平瀬　十助 肥後　玄十

大坪　満寿子 松元　勇治 田中　明郎 津崎　淳子 水谷　俊一

議　員（議席順）

木佐貫　徳和

議
長

浪瀬　敦郎

副
議
長

議会の新体制がスタート！
町民にわかりやすく開かれた議会へ
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※�常任委員会の任期は令和７年４月28日から２年間となっています。この他、必要
があると判断された場合、その都度、特別委員会が設置されます。

南大隅町議会構成

　

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
推
挙
に
よ
り
、
南
大
隅
町
議
会
議
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
そ
の
責
任
の
重

さ
を
深
く
感
じ
て
お
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
議
会
活
動
で
培
っ
た
経
験
を
糧
に
、
新
体
制
の
も
と

で
一
層
励
み
、
各
議
員
、
町
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
誠
心
誠
意

で
万
事
に
あ
た
る
所
存
で
す
。
公
正
か
つ
公
平
を
旨
と
し
て
、
二
元

代
表
制
の
一
方
の
担
い
手
と
し
て
、主
体
的
な
議
会
活
動
を
通
じ
て
、

議
会
機
能
の
強
化
及
び
活
性
化
に
努
め
ま
す
。
町
民
全
体
の
奉
仕
者

と
し
て
、
住
民
に
わ
か
り
や
す
い
運
営
を
行
い
、
町
政
の
さ
ら
な
る

進
展
と
地
方
自
治
の
発
展
の
た
め
懸
命
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

木
佐
貫　
徳　
和

浪　
瀬　
敦　
郎

　
議
長
就
任
の
ご
挨
拶

　
副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶

　

４
月
28
日
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
南
大
隅
町
議
会
副
議
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
引
く
物
価
の
高
騰
や
、
働
き
手
不
足
、
多
発
す
る
自
然
災
害
な

ど
、
本
町
に
と
っ
て
も
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
町
民
の

皆
様
が
健
康
で
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
、微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

町
民
の
負
託
に
全
力
で
お
応
え
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
一
層
の
ご
助
言
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総務民生常任委員会 教育産業常任委員会 広報広聴常任委員会
◦ 平　瀬　十　助 ◦ 津　崎　淳　子 ◦ 後　藤　道　子
○ 森　田　重　義 ○ 大　坪　満寿子 ○ 水　谷　俊　一

後　藤　道　子 肥　後　玄　十 肥　後　玄　十
田　中　明　郎 上之園　健　三 上之園　健　三
松　元　勇　治 水　谷　俊　一 田　中　明　郎
木佐貫　徳　和 浪　瀬　敦　郎 松　元　勇　治

◦委員長  　○副委員長● 常任委員会

◦ 水　谷　俊　一 平　瀬　十　助 津　崎　淳　子
○ 後　藤　道　子 森　田　重　義 大　坪　満寿子

浪　瀬　敦　郎

● 議会運営委員会構成

大隅肝属広域事務組合 大隅肝属地区消防組合 南大隅衛生管理組合
肥　後　玄　十 森　田　重　義 田　中　明　郎
大　坪　満寿子 松　元　勇　治 浪　瀬　敦　郎

上之園　健　三

● 一部事務組合議会議員

● 議会選出監査委員
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歳入
77億
1,420万円

町税
520,633
6.7%

分担金及び負担金
27,077
0.4%

使用料及び手数料
87,179
1.1% 財産収入

30,814
0.4%

寄附金
70,001
0.9%

繰入金
970,115
12.6%

繰越金
30,000
0.4%

諸収入
122,474
1.6%

地方交付税
3,433,526
44.5%

国県支出金
1,206,867
15.6%

地方消費税交付金、
地方譲与税など
240,014
3.1%

町債
975,500
12.6%

依
存

財
源　75.9％

  自主財源　24.1％

※�比率は四捨五入しており、合計は100%に
ならない場合があります。

一般会計当初予算・借入残高・基金残高の推移

（単位：千円）

対前年度比7億8千741万円可決 増↑↑
特別会計の総額 
公営企業会計の総額
一般会計との合計は

27 億 1,987 万 2 千円 
4 億 7,375 万 6 千円

109 億 　782 万 8 千円
肝属郡医師会立病院への建設補助や肝属郡医師会立病院への建設補助や
過年度災害復旧費の影響による増額 過年度災害復旧費の影響による増額 

一般会計歳入予算の内訳

町が借り入れる
お金

町が行う事業に
応じて国や県が
補助してくれる
お金

（単位：千円）
年　度 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

当初予算 7,028,420 6,966,794 7,151,710 6,926,790 7,714,200 

借入残高（年度末） 10,519,529 9,845,855 9,392,645 10,333,647 10,291,115 

基金保有額（当初予算時点） 8,260,834 7,859,974 7,936,755 7,913,625 7,668,120 

0

20億

40億

60億

80億

100億

120億

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

当初予算 借入残高（年度末） 基金保有額

各種基金（貯金・運用資金）
を取り崩して使うお金

ふるさと納税等

市町村の財政状況に応じて
国から交付されるお金
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歳出
77億
1,420万円

議会費
90,367
1.2%

総務費
1,258,570
16.3%

民生費
1,800,281
23.3%

衛生費
1,319,270
17.1%農林水産業費

602,501
7.8%

商工費
269,363
3.5%

土木費
275,807
3.6%

消防費
270,102
3.5%

教育費
554,280
7.2%

災害復旧費・予備費
205,291
2.7%

公債費
1,068,368
13.8%

※比率は四捨五入しており、合計は100%にならない場合があります。

一般会計予算（歳出）を町民一人当たりで見ると… （住民基本台帳：令和７年２月１日現在　5,903 人で計算）

（単位：千円）

令和７年度
当初予算は
骨格予算です

一般会計77億1千420万円で
　町長選挙の関係から新規の施策等を見送り、政策的な経費を極力抑え、継続
して固定的に支出される経常経費を中心に編成された予算を「骨格予算」とい
います。この場合、次の６月議会で補正予算として、骨格予算で計上されなかっ
た政策的な経費などを肉付けして予算編成することになります。

一般会計歳出予算の内訳

議 会 費 町民の代表である町議会の
運営に関する経費 15,309円

総 務 費
戸籍、税、財産管理、選挙、
会計、監査等、総括的な事
務に関する経費

213,209円

民 生 費 高齢者、障害者、児童等、
福祉全般に関する経費 304,977円

衛 生 費 町民の健康増進や疾病予防及び
生活環境等に関する経費 223,491円

農林水産業費 農林水産業の振興や農林道、
漁港等の管理に関する経費 102,067円

商 工 費 商工業及び観光の振興に関
する経費 45,632円

土 木 費 町道、港湾、町営住宅等の
維持管理に関する経費 46,723円 

消 防 費 消防、防災に関する経費 45,757円 

教 育 費
小中学校等の教育振興に関
する経費、及び生涯学習や
社会体育等に関する経費

93,898円 

災害復旧費 農地や林道、町道等の災害
復旧に関する経費 33,930円 

公 債 費 借入金（町債）の償還に関
する経費 180,987円 

予 備 費 急な支出に備える経費 847円 

各会計ごとの令和７年度当初予算額
会　計　区　分 予算額

一般会計 7,714,200

特
別
会
計

国民健康保険事業 1,160,362

診療所事業 144,831
介護保険

（保険事業勘定）事業 1,242,816

介護保険
（サービス事業勘定）事業 19,243

後期高齢者医療事業 152,620

小　　計 2,719,872

企
業
会
計

水道事業会計 393,351

　収益的支出 288,450

　資本的支出 104,901

下水道事業会計 80,405

　収益的支出 63,824

　資本的支出 16,581

合　　計 10,907,828
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　町全体のデジタル化を加速させ、住民サービスの向上、行政の効率化、地域経済の活性化を目的として
南大隅町におけるDX推進計画を策定します。

DX推進計画策定事業 91万円

令和７年度予算　予算審査特別委員会
町の予算は議会でチェックします！

　当初予算については２月25日の本会議において設置された予算審査特別委員会に付託され、２月26日から
３月4日まで実質３日間の委員会を開催し、提出された予算について審査しました。

　根占・佐多間のコミュニティバスの運行に際しては、町
の公用車を根占地区に暫定的に使用しており、運行用の車
両が不足する事態となっていることから、14 人乗りのワゴ
ン車をコミュニティバス車両として新たに購入します。

515万1千円

質問 コミュニティバスの運行について、令和7年度は鹿屋
への通学時間帯の便の検討はされなかったのか？

回答 教育委員会と再度協議の上、情報収集をし、必要が
あれば対応したい。

新規事業

新規事業

根占・佐多間コミュニティバス車両購入事業

公営諏訪４号住宅

　家族や親戚、友人等へ町内の事業者がパッケージ化した
特産品等を、お中元とお歳暮の時期にあわせて町外の方に
贈る場合、送料を町が負担します。町内の産品が県内外へ
発送されることによる、南大隅町の特産品のブランド化を
目指します。

最南端から元気を贈ろう事業 690万円

　南大隅町公営住宅等長寿命化計画に基づき、老朽化した（昭和
47 年建設）公営諏訪４号住宅の解体を行います。

1,237万4千円

質問 住宅関係で、　国庫補助金の補助率が違うのは、対象外経費
も含まれているからか？

回答 工事請負費（解体）のみが対象で、工事監理委託費や住宅
移転費用などは国庫補助の対象とはならない。

公営諏訪４号住宅現地建替事業

令和６年度のパンフレット
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　小児科、アレルギー科、産婦人科、心療内科などの専門医が不在地域であ
ることから、スマートフォンを使い 24時間365日、専門医師にいつでも簡
単に相談できるアプリを導入することで、妊娠、子育て世代の不安や悩みを
解消するための環境を整えます。

159万5千円

質問 利用対象は？他の導入自治体は？

回答 母子を対象とした補助事業のため、１８ 歳以下の子どものいる世帯が登
録できる。令和６年度末現在、近隣では大崎町と志布志市が導入済み。

新規事業 医療相談アプリ「いつでもドクター」事業

　小中学生1人１台タブレット端末の更新時期になるため、通信機能
付きのタブレット端末を導入し、学校での授業だけでなく家庭学習で
も取り組みやすい環境を整えます。

719万9千円

質問 インターネットが整備されていない家庭への対応は？

回答 LTE を導入するため、携帯電話が繋がる場所であればWi-Fi
環境がなくても通信可能。

新規事業 GIGA教育用タブレット購入リース事業

完成イメージ図

　令和７年度も継続的に建築工事が実施されます。引き続き、
進捗分に応じて工事費及び工事監理費、開院に向けての医療
機器や備品の選定、精査のための開院支援委託費等、実施主
体の肝属郡医師会へ補助します。
・�建築工事　当初契約額　58億 5,860万円� 　�
（工期令和６年度～令和８年度予定）

7億5,509万4千円

質問 今後も資材や人件費の高騰が予想されるが、対応策は？
回答 本町の負担額（約３５億円）に影響は及ばない。

肝属郡医師会立病院再整備事業

　令和６年 10月の改正により、所得
制限が撤廃され、給付対象年齢が 18
歳まで拡大されました。また、第３
子以降の給付額が月額３万円に増額
され、給付回数も年３回から偶数月
の年６回に変更されました。

1億560万円児童手当事業

　改選を控えた骨格予算としながらも物価高騰の影響や福祉施策など行政に対する住民ニーズが多様化する
なかで、デジタル化推進を含めた町民の付託に応えるために必要な予算であると認めました。

手
当
額

支給対象 第１～２子 第３子以降
０～２歳 15,000 円

30,000 円３歳～小学生 10,000 円
中学生 10,000 円
高校生 10,000 円

所得制限 なし
支給月 年６回・偶数月
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結果

後　
藤　
道　
子

森　
田　
重　
義

日　
髙　
孝　
壽

浪　
瀬　
敦　
郎

上
之
園　
健　
三

津　
崎　
淳　
子

平　
瀬　
十　
助

大　
村　
明　
雄

幸　
福　
恵　
吾

大　
坪　
満
寿
子

木
佐
貫　
徳　
和

松　
元　
勇　
治

（令和７年１月10日審議）

条
例
等

南大隅町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

南大隅町町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

南大隅町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正
する条例制定

〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

南大隅町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当
及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定

〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

損害賠償額の決定について（公用車物損事故に伴う賠償額650,810円） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

予
算 令和６年度南大隅町一般会計補正予算（第12号）について　他5件 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

（令和７年2月7日審議）
予
算 令和６年度南大隅町一般会計補正予算（第13号）について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

（令和７年２月25日審議）
予
算 令和６年度南大隅町一般会計補正予算（第 14号）について　他 6件 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

条
例
等

財産の無償貸付について（佐多小学校の建物の一部を社会福祉法人佐多
みらいに貸付）

可　　決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

南大隅町青少年研修基金条例の一部を改正する条例制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

南大隅町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

南大隅町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正す
る条例制定

〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

南大隅町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

（令和７年3月10日審議）
予
算 令和７年度南大隅町一般会計予算について　　他7件 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

条
例
等

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関す
る条例制定

〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

南大隅町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例制定

〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

南大隅町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例制定

〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

南大隅町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

請負契約（６災第260号道路災害復旧工事（栫南川内線））の締結について 可　　決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

請負契約（６災第445号道路災害復旧工事（瀬戸山中須線））の締結について 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

南大隅町佐多堆肥センターの指定管理者の指定について（鹿児島くみあ
いチキンフーズ株式会社）

〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

南大隅町総合振興計画について 原案可決 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

令和６年度南大隅町一般会計補正予算（第15号）について 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

発
委 南大隅町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー

私私のの判断判断
※議長は表決には加わりません。
※�議員個人に関係のある案件の場合、
表決には加わりません。

○…賛成、×…反対
欠…欠席、－…表決権なし

令和６年度1月～3月会議における議案等審議結果
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　一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点を資し、所信の表明を求める
もので、議員固有の権能として与えられたものです。
　一人当たり持ち時間は、答弁を含め 60 分です。掲載されている内容は、質問者自身が要約し
広報委員が構成したものです。

※国土強靭化計画とは
　日本を地震、台風、洪水などの大規模な自然災害やテロ、サイバー攻撃などの危機が起こっても被害を
最小限に抑え、素早く復旧・復興できるようにするための計画

質問順 質　　問　　事　　項 質問議員

１ ・�定住促進について （10ページ） 木佐貫　徳　和

２
・地域コミュニティについて　
・デジタル推進について

（11ページ） 後　藤　道　子

３ ・教育と地域の活性化について （12ページ） 津　崎　淳　子

４
・�国の※国土強靭化計画延長に伴う町の整備推進に

ついて
・雄川の滝、佐多岬観光の観光戦略について

（13ページ） 松　元　勇　治

5 ・自然災害における被災者生活再建支援について （14ページ） 上之園　健　三

質 問般一
町政を問う！

3月3月会議会議
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問
議員
　

お
試
し
住
宅
の
利
用
は
年
々

増
加
傾
向
で
あ
る
が
、
移
住
さ

れ
た
８
名
の
方
は
、
ど
の
辺
か
ら
来
ら

れ
、
仕
事
は
何
を
さ
れ
て
い
る
か
。

企画
観光
課長　

内
訳
は
九
州
地
区
２
名
、
中

国
地
方
１
名
、
関
東
圏
４
名
、

関
西
地
区
１
名
の
計
８
名
で
あ
る
。
仕

事
は
芸
術
家
の
創
作
活
動
、
漁
業
を
志

す
方
、
自
営
の
方
な
ど
で
あ
る
。

議員
　

仕
事
は
ま
だ
見
つ
け
て
い
な

い
が
、
移
住
希
望
の
方
が
お
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
を
大
事
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
る
。
今
、
ブ

ロ
ン
ズ
人
材
セ
ン
タ
ー
で
色
々
な
移
住

体
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
職
業
に

つ
い
て
は
、
一
番
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

募
集
で
応
募
は
で
き
る
が
、
２
月
16
日

の
南
日
本
新
聞
で
働
き
な
が
ら
移
住
体

験
を
し
ま
せ
ん
か
と
、
指
宿
の
砂
蒸
し

会
館
の
体
験
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

　

例
え
ば
、
人
材
不
足
で
あ
る
町
内
の

介
護
施
設
、
ア
パ
レ
ル
工
場
、
養
殖
の

エ
サ
や
り
、
定
置
網
漁
業
な
ど
ブ
ロ
ン

ズ
人
材
セ
ン
タ
ー
に
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を

作
成
し
て
も
ら
い
、
取
り
組
む
考
え
は

な
い
か
。

町長
　

人
材
不
足
で
色
々
な
産
業
が

大
変
困
っ
て
い
る
の
は
事
実
で

あ
る
。
事
業
者
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
つ
つ
、
ブ
ロ
ン
ズ
人
材
セ
ン
タ
ー
に
、

移
住
さ
れ
た
方
々
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

い
る
の
で
、
移
住
前
後
の
課
題
や
心
配

な
ど
、
実
態
に
つ
い
て
の
情
報
を
い
た

だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
移
住

の
部
分
、
就
業
の
部
分
、
そ
し
て
、
町

内
の
事
業
者
の
方
々
の
、
人
材
不
足
の

カ
バ
ー
、
こ
の
３
つ
を
合
わ
せ
た
形
で

の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
認
識
し

て
い
る
。

議員
　

お
試
し
住
宅
の
利
用
者
で
、

ネ
ッ
ト
関
係
の
仕
事
を
し
て
い

る
方
と
話
す
機
会
が
あ
り
、
会
社
は
東

京
に
あ
る
が
社
員
は
会
社
か
ら
貸
与
さ

れ
た
パ
ソ
コ
ン
で
全
国
ど
こ
で
も
仕
事

を
し
て
い
い
と
の
こ
と
で
、
大
阪
、
名

古
屋
、
長
崎
と
行
か
れ
、
こ
こ
が
４
～

５
箇
所
目
と
の
こ
と
。
環
境
的
に
は
非

常
に
い
い
場
所
な
の
で
、
W
i-

F
i
を

揃
え
た
テ
レ
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
の
事
務

所
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
が
、
設
置
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

町長
　

業
務
と
家
庭
と
の
切
り
替
え

と
い
う
意
味
で
、
環
境
を
整
え

て
も
ら
う
と
あ
り
が
た
い
と
い
う
話
も

聞
い
て
い
る
。
仕
事
を
進
め
て
い
く
上

で
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
な
の
で
、
色
ん
な

形
で
調
整
を
行
い
、
テ
レ
ワ
ー
ク
ス
ペ

ー
ス
を
作
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。

議員
　

第
一
次
産
業
入
植
促
進
事
業

で
漁
業
入
植
者
に
対
し
て
ど
の

様
な
基
準
で
あ
れ
ば
該
当
す
る
の
か
。

町長
　

漁
協
の
組
合
員
と
し
て
の
資

格
の
取
得
を
前
提
と
し
、
漁
業

で
生
計
を
立
て
て
行
く
実
現
性
の
あ
る

計
画
を
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
。

議員
　

初
め
て
来
た
方
は
、
ど
の
様

に
し
た
ら
準
組
合
員
に
な
れ
る

の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
に
至
る
ま

で
の
流
れ
を
漁
協
組
合
と
協
議
し
て
作

っ
て
ほ
し
い
。
農
業
に
つ
い
て
は
、
営

農
指
導
員
、
果
樹
指
導
員
が
お
ら
れ
、

入
植
者
と
研
修
し
な
が
ら
一
緒
に
取
り

組
み
非
常
に
効
果
が
出
て
い
る
。
ま
た
、

畜
産
に
つ
い
て
も
技
術
員
が
研
修
先
を

見
つ
け
て
、
こ
れ
も
効
果
が
出
て
い
る
。

漁
業
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
町
長
の

考
え
は
ど
う
か
。

町長
　

漁
業
振
興
と
し
て
は
や
は
り

若
者
を
増
や
し
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
る
。
町
が
行
う
支
援
制
度
の
内

容
と
、
漁
協
の
今
の
考
え
方
を
す
り
合

わ
せ
し
て
い
き
、
ね
じ
め
漁
協
、
鹿
児

島
県
漁
協
と
も
併
せ
て
、
流
れ
を
作
っ

て
行
か
な
け
れ
ば
と
考
え
る
。

木
佐
貫 

徳
和  

議
員

お試し住宅の活用で移住者を増やす施策を展開しよう…議員のひとり言

答

町　長

３
月
ま
で
48
件
１
１
３
名
の

利
用
が
あ
り
８
名
定
住
し
て
い
る
。

問第一次
産
業
入
植
促
進

事
業
に
つ
い
て

お
試
し
住
宅
の
利
用
状
況
と

定
住
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き

た
人
数
は

詳しくは詳しくは
YouTube でYouTube で
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答

町　長

自
治
会
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
役
割
を
担
う
考
え

何事にも挑戦！！議員のひとり言

議員
　

自
治
会
は
自
主
防
災
組
織
で
も

あ
る
と
い
う
認
識
は
あ
る
か
伺
う
。

町長
　

四
月
の
辞
令
交
付
の
中
で
自

治
会
長
の
方
々
に
そ
う
い
っ
た

役
職
の
お
願
い
は
し
て
い
る
。

議員
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う

の
は
、
地
域
で
の
つ
な
が
り
に

よ
る
人
と
人
の
連
携
、
協
力
の
関
係
を

重
視
し
た
も
の
で
あ
る
。
自
治
会
の
戸

数
が
減
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

の
連
携
、
協
力
関
係
と
い
う
の
が
細
く

な
っ
て
い
き
、
現
状
の
ま
ま
で
は
今
後

や
っ
て
い
け
な
い
自
治
会
が
増
え
て
い

く
と
考
え
る
。
行
政
が
再
編
の
必
要
性

を
促
す
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

町長
　

佐
多
地
区
の
１
地
域
で
は
２

つ
の
自
治
会
が
一
緒
に
な
ろ
う

と
自
主
的
な
流
れ
が
で
き
て
お
り
、
町

も
そ
う
い
っ
た
流
れ
が
で
き
つ
つ
あ
る
。

議員
　

持
続
可
能
な
自
治
会
組
織
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

町長
　

町
が
考
え
る
持
続
可
能
な
自
治

会
の
姿
と
し
て
一
つ
目
は
、
清
掃

活
動
な
ど
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
環
境

保
全
、
二
つ
目
は
、
地
域
に
残
る
文
化
と

伝
統
の
継
承
、
三
つ
目
は
、
地
域
の
人
と

人
の
つ
な
が
り
で
あ
る
地
縁
活
動
で
あ
る
。

　

今
後
、
過
疎
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
に

あ
た
り
、
規
模
縮
小
や
代
替
手
段
へ
切
り

替
わ
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
る
が
、
三
つ
の

活
動
が
継
続
さ
れ
て
い
く
よ
う
、
自
治
会

支
援
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き
進
め
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

議員
　

今
後
の
自
治
会
の
在
り
方
は

主
体
的
に
地
域
活
動
を
す
る
た

め
に
補
助
金
の
使
途
が
自
由
で
、
事
業
や

補
助
率
を
限
定
せ
ず
、
地
域
で
必
要
な
も

の
を
、
自
ら
考
え
て
使
っ
て
も
ら
う
制
度

に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町長
　

そ
の
よ
う
な
意
見
も
あ
る
の

で
、
自
治
会
長
会
と
協
議
を
し
、

そ
の
制
度
設
計
は
し
て
い
き
た
い
。

議員
　

自
治
会
組
織
は
防
災
に
と
っ

て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
組
織

な
の
で
、
行
政
が
あ
る
程
度
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
自
治
会
が
活
発
に
活
動
で
き
る

よ
う
に
支
援
を
希
望
す
る
。

後
藤 

道
子  

議
員

問自治会
組
織
の
再
編
検
討
に
つ
い
て

詳しくは詳しくは
YouTube でYouTube で

議員
　

デ
ジ
タ
ル
推
進
に
つ
い
て
の
今

後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

町長
　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
た
め
、

Ｄ
Ｘ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
委
託

し
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
解
決
方
法
な

ど
の
助
言
、
町
民
の
利
便
性
向
上
と
事
務

の
効
率
化
を
目
指
す
た
め
、
本
年
４
月
よ

り
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
や
温
泉
券

等
に
利
用
で
き
る
、
デ
ジ
タ
ル
利
用
券
の

機
能
拡
充
を
図
る
。

議員
　

デ
ジ
タ
ル
推
進
の
中
で
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
は
し
て
あ
る
の

か
伺
う
。

デジタル
推進課長
　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ポ
リ
シ

ー
の
関
係
で
、
毎
年
１
回
研
修

を
行
い
、
各
課
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
点
検
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

職
員
は
国
等
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
・

情
報
漏
え
い
関
係
の
研
修
を
受
け
て
お
り
、

対
応
は
万
全
に
し
て
い
る
。

議員
　

本
町
は
高
齢
者
が
多
い
の
で
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
当
た
っ
て
は
町
民

か
ら
の
不
満
等
も
出
て
く
る
と
考
え
る
が
、

行
政
が
十
分
に
説
明
し
、
納
得
し
て
賛
同

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
デ
ジ
タ
ル
推

進
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町長
　

高
齢
者
に
は
デ
ジ
タ
ル
推
進

課
で
自
治
会
等
に
も
説
明
会
を

し
て
お
り
、
今
後
も
そ
う
い
っ
た
形
を
取

っ
て
い
き
た
い
。

町　長

住
民
が
不
安
な
く
便
利
に
暮
ら
せ
る

デ
ジ
タ
ル
環
境
整
備
を
進
め
て
い
る

問デジ
タ
ル
推
進
に
つ
い
て

答
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教育長
　

出
席
す
べ
き
日
数
の
約
８
割
に

満
た
な
い
、
学
校
に
行
け
な
い
児

童
生
徒
が
い
る
。

　

そ
の
原
因
は
複
合
的
で
あ
っ
た
り
、
い
く

つ
か
の
要
因
が
可
能
性
と
し
て
あ
る
と
い
う

こ
と
は
把
握
し
て
い
る
が
、
原
因
を
断
定
す

る
こ
と
は
難
し
い
。

議員
　
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
重
な
っ
て
学

校
に
行
け
な
い
児
童
生
徒
が
い
る
。

文
部
科
学
省
の
実
態
調
査
で
、
不
登
校
の
主

な
要
因
の
約
半
数
が
無
気
力
、
不
安
と
な
っ

て
お
り
、
他
に
体
調
不
良
や
友
人
関
係
、
先

生
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
学
業
不
振
、
心
身
の
不

調
、
発
達
障
害
、
家
庭
環
境
な
ど
が
挙
が
っ

て
い
る
。

教育長
　

生
徒
一
人
一
人
の
実
情
に
合
わ
せ
、

改
善
に
向
か
う
よ
う
個
別
に
対
応

し
て
い
る
。
ま
た
、
不
登
校
傾
向
の
児
童
生

徒
に
つ
い
て
は
、
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
改

善
策
等
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。

議員
　

学
校
、
保
護
者
、
教
育
委
員
会
、

そ
の
他
の
機
関
と
連
携
し
て
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
良
い
支
援
に
つ
な
が

っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
た
だ
、
ど
う
し
て
も

学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
も
い
る
。
国
が

２
０
１
７
年
教
育
機
会
確
保
法
を
施
行
し
、

学
校
以
外
で
多
様
な
学
習
活
動
の
場
と
し
て

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

１
月
に
我
々
、
教
育
産
業
常
任
委
員
会
に

て
、
熊
本
市
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
ウ
イ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
へ
視
察
研
修
に
行
っ
た
。
こ
の

学
校
は
、
様
々
な
理
由
で
学
校
に
適
応
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
子
ど
も
た
ち

が
自
信
を
持
ち
、
今
の
自
分
で
い
い
と
思
え
、

一
人
一
人
が
自
分
ら
し
く
輝
け
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
目
指
す
学
校
で
あ
る
。

　

午
前
中
の
授
業
の
様
子
か
ら
給
食
ま
で

子
ど
も
た
ち
と
過
ご
し
、、
み
ん
な
が
自
然

体
で
過
ご
せ
る
安
心
感
か
ら
な
の
か
子
ど
も

た
ち
の
あ
ふ
れ
る
笑
顔
と
元
気
の
よ
さ
に
驚

い
た
。
校
長
先
生
の
講
話
を
聞
き
、
こ
の
よ

う
な
学
校
を
誘
致
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
と
の
質
問
が
出
る
ほ
ど
、
議
員
全
員
が

感
銘
を
受
け
た
。
教
育
長
も
同
行
さ
れ
た
が
、

意
見
や
感
想
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

教育長
　

今
回
学
ん
だ
こ
と
で
、
取
り
入

れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
参
考
に
し
な

が
ら
、
本
町
の
各
小
中
学
校
の
教
育
活
動

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

津
崎 

淳
子  

議
員

子どもに優しいまちづくりを。子どもがいてこそ地域が元気になる。議員のひとり言

問学校
に
行
け
な
い

子
ど
も
が
い
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
原
因
は

詳しくは詳しくは
YouTube でYouTube で

問その対
策
と
し
て
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
の
か

問学校に
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
の
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
む
考
え
は
な
い
か

町長
　

安
心
安
全
で
魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
と
学
校
に
行
け
な
い
子

ど
も
た
ち
の
居
場
所
を
整
備
す
る
こ
と
は

重
要
だ
と
考
え
る
。
民
設
民
営
の
学
校
を

開
校
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
検

討
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
。
ま
ず
は
、
現

在
学
校
に
行
け
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
が
、

改
善
に
向
か
う
よ
う
に
取
り
組
む
こ
と
や
、

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
と
し
て
関
係
機
関

と
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

議員
　

学
校
に
加
え
、
他
に
も
学
び

の
場
の
選
択
肢
と
し
て
根
占
地
区

に
は
、「
か
ら
す
た
ろ
う
の
学
び
家
」
が

あ
る
。
佐
多
地
区
に
は
な
い
が
、
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
方
が
い

る
。
新
た
な
学
び
の
場
に
よ
っ
て
町
外
か

ら
子
ど
も
、
保
護
者
が
移
住
定
住
し
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

人
口
減
少
と
共
に
生
徒
数
も
減
少
し
て
い

る
。
地
域
活
性
化
の
た
め
に
も
、
子
ど
も

た
ち
の
学
び
の
選
択
肢
を
増
や
す
た
め
に

も
新
た
な
施
策
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え

る
。町長

　

佐
多
地
区
の
児
童
数
減
少
も

課
題
で
あ
る
。
学
習
環
境
を
整

え
て
い
き
た
い
方
が
い
た
ら
当
然
支
援
し

て
い
く
べ
き
で
、
併
せ
て
人
口
増
、
家
族

の
移
住
等
も
含
め
た
か
た
ち
で
良
い
流
れ

に
な
る
か
と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。議員

　

ぜ
ひ
今
後
も
学
校
に
行
け
な

い
子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
行
け
る

よ
う
な
魅
力
あ
る
学
校
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
平
行
し
て
学
校
に
行
け
な

い
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
も
整
備
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
笑
顔
あ
ふ
れ
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
が
見
た
い
。
子
ど
も
た
ち
が
増

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。
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議員
　

前
回
の
一
般
質
問
で
言
及
し

た
大
浜
船
石
川
の
堰え

ん

堤て
い
の
現
状

復
旧
は
大
隅
地
域
振
興
局
に
要
請
し
て

い
る
か
。

町長
　

常
に
要
望
は
し
て
い
る
が
、

予
算
化
の
中
で
の
優
先
順
位
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
と
し
て
は
進
ん

で
い
な
い
。
た
だ
し
、
平
成
２
年
の
災

害
で
、
※
谷
止
工
が
で
き
て
以
降
は
土
石

流
の
発
生
は
一
度
も
な
い
。

※�

谷
止
工
と
は
…
土
砂
災
害
へ
の
対
策
と
し

て
、
渓
流
の
侵
食
を
防
ぎ
、
渓
床
の
安
定

を
図
り
、
土
砂
の
流
出
を
抑
え
る
た
め
の

治
山
工
事
の
こ
と
。

議員
　

全
国
的
に
※
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽

化
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
本
町

の
現
状
は
。

※�

イ
ン
フ
ラ
と
は
…
道
路
や
橋
等
の
公
共
物

や
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
、
社
会
や
産

業
の
基
盤
と
な
る
施
設
や
設
備
の
こ
と
。

町長
　

長
寿
命
化
計
画
の
中
で
、
対

象
と
な
る
橋
梁
、
道
路
、
治
山
、

砂
防
施
設
に
つ
い
て
は
、
強
靱
化
や
補

強
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

議員
　

大
泊
港
周
辺
を
利
用
し
た

（
多
目
的
利
用
可
能
施
設
と
し

て
）
浮
桟
橋
や
ヘ
リ
ポ
ー
ト
等
の
整
備

は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

町長
　

県
管

理
の
漁

港
で
あ
る
大
泊

港
は
鹿
児
島

県
の
総
体
的
な

考
え
に
基
づ
い

問国土
強
靱
化
計
画
の�

�
整
備
推
進
に
つ
い
て

て
、
整
備
さ
れ
て
い
る
。
新
た
な
整
備

と
な
る
と
地
域
住
民
の
意
向
も
踏
ま
え
、

観
光
振
興
を
含
め
た
形
で
、
真
に
必
要

な
施
設
整
備
を
し
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
場
合
は
当
然
、
国
等
へ
の
申
請
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
。

松
元 

勇
治  

議
員

いつか教訓としたものを試される時がきます。議員のひとり言

答

町　長

地
域
計
画
を
策
定
し
、
幅
広
い

事
業
を
実
施
し
取
り
組
ん
で
い
る

答

町　長

自
然
環
境
や
施
設
の
維
持
と
、
そ
れ
ら
を
活
用

し
た
体
験
型
メ
ニ
ュ
ー
の
造
成
が
必
要

問雄川の
滝
・
佐
多
岬
の
観
光
戦
略
に
つ
い
て
、

来
訪
者
が
満
足
で
き
る
よ
う
整
備
さ
れ
て
き
た
か

詳しくは詳しくは
YouTube でYouTube で

議員
　

事
業
者
の
撤
退
に
よ
り
雄
川

の
滝
の
ア
ク
ア
ベ
ー
ス
カ
フ
ェ

の
運
営
が
で
き
て
い
な
い
中
で
、
今
後

の
繁
忙
期
対
策
を
伺
う
。

町長
　

ア
ク
ア
ベ
ー
ス
カ
フ
ェ
は
観

光
協
会
が
運
営
し
て
お
り
、
町

が
直
接
関
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

観
光
協
会
の
中
で
、
今
の
課
題
を
解
決

で
き
る
道
を
決
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

前
向
き
で
な
い
時
は
、
町
が
協
力
し
て

も
い
い
と
考
え
て
い
る
。
連
休
に
つ
い

て
は
、
お
客
さ
ん
の
来
訪
を
活
か
さ
ず
、

商
売
を
し
な
い
と
い
う
の
は
適
切
で
は

な
い
と
考
え
る
。

議員
　

観
光
を
し
っ
か
り
と
し
た
産

業
と
し
て
捉
え
、
稼
げ
る
も
の

と
し
、
移
住
定
住
を
進
め
る
中
で
、
一

次
産
業
だ
け
で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
業

や
観
光
業
に
も
十
分
に
力
を
注
い
で
い

た
だ
き
た
い
。

雄川の滝にあるアクアベースカフェ雄川の滝にあるアクアベースカフェ

大泊港浮桟橋大泊港浮桟橋
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議員
　

偶
然
に
も
質
問
当
日
（
３
月

６
日
付
）
の
南
日
本
新
聞
の
朝

刊
に
今
回
の
質
問
内
容
そ
の
も
の
に
相

当
す
る
県
の
支
援
策
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

県
に
お
い
て
は
本
年
４
月
か
ら
の
国

の
適
用
外
で
あ
る
10
世
帯
以
下
も
適
用

と
す
る
内
容
の
制
度
を
設
け
、
財
源
と

な
る
基
金
も
４
億
円
を
見
込
む
と
の
内

容
で
あ
っ
た
。

　

発
災
直
後
の
避
難
生
活
の
支
援
も
重

要
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
再
建
復
興
に

向
け
た
支
援
こ
そ
が
本
来
の
災
害
支
援

で
あ
る
と
考
え
る
。
本
町
に
お
い
て
も

国
県
制
度
に
上
乗
せ
す
る
形
で
国
県
に

準
ず
る
町
独
自
の
制
度
は
考
え
な
い
か
。

町長
　

近
年
頻
発
し
て
い
る
線
状
降

水
帯
に
よ
る
大
雨
や
台
風
の
襲

来
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
予
測
な

ど
を
考
慮
す
る
と
、
家
屋
の
損
壊
の
み

で
は
な
く
、
浸
水
や
雨
漏
り
等
に
よ
り

被
災
し
た
家
財
の
持
ち
出
し
な
ど
を
踏

ま
え
、
そ
の
必
要
性
を
認
識
し
条
例
制

定
に
向
け
て
取
り
組
む
。

議員
　

災
害
被
災
者
に
関
す
る
給
付

制
度
と
し
て
弔
慰
金
や
見
舞
金

制
度
の
条
例
が
既
存
す
る
が
、
被
災
者

再
建
に
向
け
た
こ
の
支
援
金
は
別
物
で

あ
る
。
条
例
制
定
と
併
せ
て
基
金
の
創

設
も
必
要
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

町長
　

近
年
の
地
震
や
台
風
、
豪
雨

な
ど
多
様
化
す
る
自
然
災
害
に

よ
る
被
災
地
の
速
や
か
な
復
興
は
重
要

で
あ
る
。

　

弔
慰
金
や
見
舞
金
と
は
別
に
再
建
復

興
に
向
け
た
基
金
の
創
設
も
、
国
に
よ

る
法
改
正
等
に
注
視
し
条
例
制
定
と
あ

わ
せ
て
判
断
す
る
。

議員
　

被
災
者
生
活
再
建
支
援
に
特

化
し
た
基
金
と
し
て
そ
の
財
源

確
保
は
。

町長
　

財
政
調
整
基
金
の
活
用
も
考

慮
す
る
が
、
町
民
に
安
心
し
て

生
活
し
て
も
ら
え
る
た
め
に
も
、
新
た

な
名
目
を
設
け
て
財
源
確
保
を
す
る
べ

き
と
考
え
る
。

上
之
園 

健
三  

議
員

災害からの再建には多額の費用が必要。その一部になれば幸い！議員のひとり言

答

町長

条
例
及
び
基
金
創
設
に
向
け
て
取
り
組
む

問自
然
災
害
に
お
け
る

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金

条
例
の
制
定
は

問国・県
に
準
ず
る
支
援

金
制
度
の
制
定
は
考

え
な
い
か

問支援金
確
保
に
向
け
た

基
金
創
設
は

詳しくは詳しくは
YouTube でYouTube で

【�

被
災
者
生
活�

再
建
支
援
金
】と
は
⁉

　
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら

の
復
興
に
際
し
、
自
然
災

害
で
住
宅
が
損
壊
し
た
世

帯
の
暮
ら
し
の
再
建
を
後

押
し
す
る
た
め
、
被
災
者

生
活
再
建
支
援
法
に
基
づ

き
詳
細
要
件
は
あ
る
も
の

の
、
国
が
最
大
３
０
０
万

円
を
給
付
す
る
支
援
金
制

度
の
こ
と
。

　
以
後
、
東
日
本
大
震
災

や
能
登
半
島
地
震
に
も
適

用
さ
れ
た
。
ま
た
国
の
制

度
で
は
市
町
村
単
位
で
全

壊
家
屋
が
10
世
帯
以
下
は

適
用
さ
れ
な
い
。

被災者生活再建支援制度の概要
１．�自然災害により生活基盤に著しい被害を受けた者に対し、都道府県が相互

扶助の観点から拠出した基金を活用して下表の支援金を給付する制度
２．支援金の支給額等（世帯人数が１人の場合は、各該当欄の金額の４分の３の額）

区分 基礎支援金 加算支援金 計（住宅の被害程度） （住宅の再建方法）
全　　壊

（被害割合 50％以上）
100万円

建　設・購　入 200万円 300万円
解　　体 補　　修 100万円 200万円
長期避難 賃貸（公営住宅を除く） 50万円 150万円

大規模半壊
（被害割合 40％台） 50万円

建　設・購　入 200万円 250万円
補　　修 100万円 150万円

賃貸（公営住宅を除く） 50万円 100万円

中規模半壊
（被害割合 30％台） －

建　設・購　入 100万円 100万円
補　　修 50万円 50万円

賃貸（公営住宅を除く） 25万円 25万円
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教
育
産
業
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

所 管 事 務 調 査 報 告

【
災
害
に
よ
る
避
難
所
設
置
及
び
運
営
等
調
査
】　

　

災
害
に
よ
る
避
難
所
設
置
及
び
運
営

等
調
査
を
目
的
に
、
令
和
７
年
１
月
27
日

及
び
29
日
に
行
っ
た
所
管
事
務
調
査
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

　

１
月
27
日
熊
本
県
西
原
村
役
場
会
議

室
に
お
い
て
、
震
災
当
時
の
関
係
職
員
か

ら
、熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
状
況
や
課
題
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
救
助
活
動
の

重
要
性
、
防
災
訓
練
の
実
施
と
そ
の
意
義

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
復
旧
の
課
題
と
し
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
確
保
や
仮
設
住
宅
の
早
期
建
設
、
職
員

不
足
、
財
源
の
確
保
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
平
成
15
年
か
ら
西
原
村
で
行

わ
れ
て
い
る
発
災
対
応
型
防
災
訓
練
に
つ

い
て
、
地
震
や
土
砂
崩
れ
な
ど
各
地
域
で

起
こ
り
う
る
異
な
る
災
害
や
被
害
を
想
定

し
、
そ
の
地
域
に
応
じ
た
訓
練
を
行
っ
て

い
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
集
落
内

で
設
定
す
る
避
難
所
は
、
住
民
が
話
し

合
っ
て
決
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
訓

練
で
は
課
題
を
見
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
例
え
ば
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
草
履
で
訓

練
に
参
加
す
る
人
が
い
て
、
別
の
方
が
、

避
難
用
の
バ
ッ
グ
を
持
ち
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
か
ぶ
っ
て
靴
を
履
い
て
来
ら
れ
る
姿
を

見
て
、
次
の
訓
練
に
は
、
靴
を
履
い
て
行

か
な
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
た
だ
く
だ
け
で

も
防
災
力
が
ひ
と
つ
上
が
る
、
そ
う
い
う

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
１
月
29
日
は
、
防
災
用
品
を
数
多
く
取

り
揃
え
た
、
鹿
児
島
市
内
の
防
災
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
て
防
災
に
関
す
る
講
話
を

受
け
ま
し
た
。
災
害
時
の
自
助
・
共
助
・

公
助
の
役
割
と
し
て
、
公
助
は
平
等
で
あ

る
べ
き
だ
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
行
き
届

か
な
い
場
合
が
あ
る
、
だ
か
ら
こ
そ
、
自

助
と
共
助
が
重
要
で
あ
り
、
避
難
所
で
は

地
元
の
方
た
ち
で
自
治
を
形
成
し
、
協
力

し
て
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
と
の
お
話
で
し
た
。

　

常
任
委
員
の
ま
と
め
に
お
い
て
、
委

員
か
ら
は
、
過
去
に
結
成
さ
れ
た
自
主

防
災
組
織
が
風
化
し
て
い
る
た
め
、
そ

の
再
建
や
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

の
声
や
、
や
は
り
年
に
一
度
の
避
難
訓
練

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
防

災
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
調
査
】　

　
１
月
29
日
に
熊
本
市
に
て
一
般
社
団
法
人

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ　
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
に
て
、
現
地
調

査
を
行
い
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　

学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
は
、
不

登
校
や
引
き
こ
も
り
、
転
校
、
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
等
に
通
う
と
聞
き
ま
す
が
、
一
般
的

な
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
主
に
不
登
校
や

学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も
が
対
象
で
す
が
、

今
回
訪
れ
た
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ　

Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

は
、
様
々
な
理
由
で
従
来
の
学
校
に
適
応

で
き
な
い
子
ど
も
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

自
然
と
の
触
れ
合
い
で
感
性
を
磨
き
、
公

立
小
中
学
校
の
教
科
書
を
使
用
し
な
が
ら
、

学
習
要
領
に
沿
っ
て
、
わ
か
り
や
す
く
、
楽

し
い
授
業
で
知
性
を
高
め
ま
す
。
無
認
可

で
す
が
、
子
ど
も
は
近
く
の
公
立
小
中
学

校
に
籍
を
置
き
、
公
立
学
校
に
行
か
な
く

て
も
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ　
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
に
通
え
ば

出
席
扱
い
に
、
熊
本
市
教
育
委
員
会
が
認

め
て
い
ま
す
。
修
学
旅
行
で
は
、
子
ど
も

た
ち
自
身
が
企
画
や
運
営
、
予
約
を
行
い
、

行
動
し
ま
す
。
先
生
は
引
率
者
で
は
な
く

付
き
添
い
と
し
て
参
加
し
、
も
し
子
ど
も

た
ち
が
誤
っ
た
行
先
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
で
も
、
見
守
り
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
が

自
ら
そ
の
間
違
い
に
気
づ
き
、
修
正
で
き

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
が
取
り
組
む
「
グ
ル
ー
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
も
あ
り
、
自
分
た
ち
が
選
ん
だ
テ
ー

マ
で
企
画
し
、
ま
わ
り
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
実
現
し
て
い
き
、
そ
の
サ
イ
ク
ル
を
繰

返
し
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
力
」
を
育
み
、
夢
を

実
現
す
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
そ
う
で

す
。
ほ
か
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
が
心
身
と

も
に
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
実
感
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
自
身
で
食
べ
る
だ
け
の
量

を
取
る
こ
と
で
残
飯
も
少
な
い
と
の
こ
と
で

し
た
。
全
国
各
地
か
ら
入
校
の
問
い
合
わ

せ
が
多
く
、
県
外
か
ら
通
学
す
る
子
ど
も

や
親
子
で
移
住
し
て
通
う
子
ど
も
も
い
ま

す
。
授
業
の
様
子
や
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、

生
き
生
き
と
し
た
表
情
で
、
自
分
ら
し
さ

を
活
か
す
こ
と
が
で
き
、
考
え
る
力
が
育

ま
れ
、
新
た
な
形
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場

所
で
し
た
。
全
委
員
が
感
動
し
、
こ
の
よ

う
な
ス
ク
ー
ル
が
身
近
に
あ
れ
ば
、
誰
一
人

と
り
こ
ぼ
さ
な
い
教
育
が
で
き
、
家
族
ご

と
移
住
者
が
増
え
、
町
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
。
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南
大
隅
町
議
会　

広
報
広
聴
常
任
委
員

会
で
は
、
議
会
広
報
誌
の
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

年
４
回
発
行
さ
れ
る
「
み
ん
な
の
議
会
」

に
対
し
て
、
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
感
想
を

い
た
だ
き
、
今
後
の
議
会
広
報
活
動
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】 �

南
大
隅
町
議
会
事
務
局 

☎
０
９
９
４
‐
24
‐
３
１
４
１

編
集
後
記

新
体
制
の
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

４
月
24
日
よ
り
新
た
な
体
制
で
の
議
会
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

議
会
は
、
地
域
の
意
思
を
決
定
し
、
行
政

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
住
民
の
皆
様
に
対
す
る
説
明

責
任
を
果
た
す
た
め
に
も
、
行
政
に
対
す
る

ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聞
き
す
る
「
広
聴
」
の

取
り
組
み
に
、
今
後
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
感
じ
る
疑
問
や
地

域
の
課
題
な
ど
、
皆
様
の
声
を
議
会
に
届
け

て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

う
え
で
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
そ
う
し
た
声
に
し
っ
か
り

耳
を
傾
け
、
対
話
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
議
会
へ
の
ご
関
心
と
ご
協
力
を

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

後
藤　

道
子

〔
発
行
責
任
者
〕

　
　

議　
　

長　

木
佐
貫
徳
和

〔
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
〕

　
　

委  

員  

長　

後
藤　

道
子

　
　

副
委
員
長　

水
谷　

俊
一

　
　

委　
　

員　

肥
後　

玄
十

　
　

委　
　

員　

上
之
園
健
三

　
　

委　
　

員　

田
中　

明
郎

　
　

委　
　

員　

松
元　

勇
治

　
６
月
会
議
は
、
本
庁
議
事
堂
で
５
日
、

18
日
、
19
日
、
24
日
に
開
催
予
定
で
す
。

　
議
会
傍
聴
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
日
程
等
は
議
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
知
ら
せ
】

南大隅町議会では本会議の様子を
ユーチューブにて録画配信しています。

①スマートフォンのカメラを起動
②下の二次元コードにかざす
③「YouTube で開く」をタップ

チャンネル登録をお願いします。
南大隅町議会

リンク先にはYouTubeサイトに
開設している「南大隅町議会」
のチャンネルが表示され、最新
の議会動画や過去の動画を視聴
することができます。

※ �10 ページからの一般質問コーナーにある
二次元コードを読み込むと、各議員の質
問の様子が直接ご覧いただけます。
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